
　

と
こ
ろ
で
、マ
ン
サ
ク
の
枝
や
葉
に
は
「
虫
こ
ぶ
」

が
よ
く
で
き
て
い
ま
す
。
虫
こ
ぶ
は
虫
え
い
と
も
い

い
、
昆
虫
や
ダ
ニ
の
働
き
に
よ
っ
て
植
物
の
一
部
が

大
き
く
な
っ
た
り
、
逆
に
小
さ
く
な
っ
た
り
し
た
も

の
で
す
。

　

図
５
左
は
マ
ン
サ
ク
イ
ガ
フ
シ
ワ
タ
ム
シ
と
い

う
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
仲
間
が
作
っ
た
虫
こ
ぶ
で
す
。

マ
ン
サ
ク
の
芽
が
変
形
し
て
大
き
く
な
り
、
と
げ
が

で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
図
５
右
は
マ
ン
サ
ク
の
葉

に
で
き
た
マ
ン
サ
ク
フ
ク
ロ
フ
シ
ア
ブ
ラ
ム
シ
と
い

う
、
こ
ち
ら
も
舌
を
か
み
そ
う
な
名
前
の
ア
ブ
ラ
ム

シ
の
虫
こ
ぶ
で
す
。
７
月
中
旬
、
翅は
ね

の
あ
る
こ
の
虫

の
メ
ス
が
虫
こ
ぶ
か
ら
出
て
き
て
、
マ
ン
サ
ク
か
ら

シ
ラ
カ
ン
バ
に
移
住
す
る
そ
う
で
す
。

た
糞
、
そ
の
上
側
に
バ
ラ
バ
ラ
の
糞
が
数
個
）。
ち
な

み
に
、
イ
ノ
シ
シ
で
は
糞
は
も
う
少
し
大
き
く
、
そ
れ
が

５
〜
７
セ
ン
チ
の
団だ
ん
か
い塊
と
な
り
ま
す
か
ら
区
別
は
容
易
。

角
は
ぜ
ん
ぜ
ん
違
う

　

名
前
に
「
シ
カ
」
と
つ
い
て
い
る
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
で

す
が
、「
シ
カ
」
で
な
く
て
ウ
シ
科
の
動
物
で
す
。
ウ
シ

科
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
と
シ
カ
科
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
角

が
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。

●
ウ
シ
科
の
角

　

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
は
レ
イ
ヨ
ウ
（
オ
リ
ッ
ク
ス
、
ガ
ゼ

ル
な
ど
）、
ヒ
ツ
ジ
、
ウ
シ
と
同
じ
く
雌し

雄ゆ
う

と
も
角
が
あ

り
ま
す
。
角
は
シ
カ
の
よ
う
に
落
ち
る
こ
と
は
な
く
成
長

し
続
け
ま
す
。
角
は
枝
分
か
れ
せ
ず
、
ま
た
、
中
は
空
洞

に
な
っ
て
い
る
の
で
「
洞ほ
ら
づ
の角
」
と
呼
ば
れ
、
角
笛
や
角か

く
は
い杯

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

●
シ
カ
科
の
角

　

一
般
に
枝
分
か
れ
す
る
の
で
「
枝え
だ
つ
の角

」
と
も
呼
ば
れ
ま

す
。
角
を
も
つ
の
は
雄お
す

の
み
（
ト
ナ
カ
イ
は
例
外
）。
角

は
中
ま
で
詰つ

ま
っ
て
い
て
空く

う
ど
う洞

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

初
春
に
な
り
角
は
脱だ
つ
ら
く落
し
ま
す
が
、
そ
の
都
度
、
新
た

な
角
が
新
生
さ
れ
ま
す
。
０
歳さ
い

で
は
角
は
な
く
１
歳
に
な

り
一
本
角
が
生
え
ま
す
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
場
合
、
２
歳
に

な
る
と
二
つ
に
枝
分
か
れ
し
、
３
歳
だ
と
三
つ
枝
、
４
歳

に
な
る
と
四
つ
枝
に
な
り
ま
す
（
以
降
は
増
え
ま
せ
ん
）。

図
２
は
４
歳
以
上
の
雄
の
成せ
い
じ
ゅ
う獣で
す
。

　

名
前
も
姿
も
似
て
い
る
カ
モ
シ
カ
と
シ
カ
で
す
が
、
ず

い
ぶ
ん
違
い
ま
す
。

糞ふ
ん

の
様
子
は
ず
い
ぶ
ん
違
う

　

足
痕
で
は
区
別
が
難
し
い
で
す
が
、
足
痕
の
主
が
し
た
と
思
わ
れ
る

糞
が
見
つ
け
ら
れ
た
ら
一
目
瞭り
ょ
う
ぜ
ん
然
。
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ

も
糞
は
１
〜
1.5
セ
ン
チ
の
卵
型
や
砲ほ
う
だ
ん
が
た

弾
型
で
似
て
い
ま
す
が
、
糞
の
仕

方
が
違ち
が

い
ま
す
。

　

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
は
腰こ
し

を
落
と
し
て
大
量
の
糞
を
山
の
よ
う
に
し
ま

す
（
図
１
Ｂ
）。
縄
張
り
の
主
張
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
同
じ
ト
イ
レ
を
使

い
続
け
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
、
糞
の
山
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
（
図
１
Ｃ
）。

　

一
方
、
シ
カ
は
腰
を
落
と
す
こ
と
は
な
く
、
立
っ
た
ま
ま
、
あ
る
い
は

歩
き
な
が
ら
糞
を
し
ま
す
。
糞
は
コ
ロ
コ
ロ
と
転
が
っ
て
い
る
か
、
ま
と

ま
っ
て
い
て
も
せ
い
ぜ
い
数
十
個
で
す
（
図
２
Ｂ
。
真
中
に
固
ま
っ

　

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
（
図
１
）
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
図
２
）
は
『
蹄ひ
づ
めが

二
つ
』

の
偶ぐ
う
て
い
る
い

蹄
類
で
、
さ
ら
に
『
胃
が
四
つ
に
分
か
れ
て
い
る
』『
一
度
飲
み
込

ん
だ
食
物
を
口
に
戻
し
て
噛か

み
な
お
す
「
反は

ん
す
う芻
」
を
行
う
』
反
芻
動
物
に

分
類
さ
れ
る
近
い
仲
間
で
す
。
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
比
べ

て
み
ま
す
。

足あ
し
あ
と痕
は
そ
っ
く
り

　

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
も
偶
蹄
類
で
、
一
対
の
大
き
な
蹄
が

並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蹄
の
後
に
、
し
ば
し
ば
「
副ふ
く
て
い蹄
」（
矢
印
）
の
小
さ

な
丸
い
跡
が
つ
き
ま
す
（
図
１
Ａ
、
２
Ａ
）。
ど
ち
ら
の
足
痕
も
非
常
に

似
て
い
て
区
別
は
困
難
。
そ
の
上
に
、
彼
ら
の
棲す

ん
で
い
る
環
境
に
は
同

様
な
特と
く
ち
ょ
う徴を
も
つ
イ
ノ
シ
シ
も
い
ま
す
か
ら
、
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
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カ
モ
シ
カ
と
シ
カ

カ
モ
シ
カ
と
シ
カ

筑
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筑
波
大
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教
授　
　
　
町
田　
龍
一
郎

→

　

冬
期
休
園
中
の
こ
の
季
節
、
当
施
設
の
樹
木
園
で
花
を

咲
か
せ
て
い
る
木
が
あ
り
ま
す
。
マ
ン
サ
ク
で
す
。

　

名
前
の
由
来
は
他
の
植
物
に
先さ
き

駆が

け
て
開
花
す
る
、「
ま

ず
咲
く
」
が
訛な
ま

っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
名

の
と
お
り
樹
木
園
で
は
一
番
早
く
、
例
年
３
月
初
め
、
年

に
よ
っ
て
は
２
月
中
に
咲
き
始
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

花
の
直
径
は
３
セ
ン
チ
く
ら
い
、
細
く
て
黄
色
い
花
び

ら
が
４
枚
あ
り
ま
す
。
花
び
ら
の
根
も
と
の
暗
い
赤
色
の

部
分
は
萼が
く
へ
ん片
で
、
こ
れ
も
４
枚
あ
り
ま
す
。
香
り
は
あ
ま

り
な
く
、
派
手
さ
よ
り
落
ち
着
き
の
あ
る
印
象
で
す
。

　

し
か
し
、
芽
吹
き
前
の
林
で
は
、
そ
こ
だ
け
光
が
あ

た
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
よ
く
目
立
ち
ま
す
。
こ
の
木
が

主
役
の
瞬
し
ゅ
ん

間か
ん

を
見み

逃の
が

し
て
は
い
け
な
い
と
、
毎
年
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
を
は
い
て
会
い
に
出
か
け
ま
す
。

→

図１：ニホンカモシカ。足痕（A）、普通の糞
ふんかい
塊（B）と

特に大きくなった糞塊（C）

図２：ニホンジカ。足痕（A）と糞（B）

A B C

A B

「
ま
ず
咲
く
」
マ
ン
サ
ク

「
ま
ず
咲
く
」
マ
ン
サ
ク

参考 : 湯川淳一・桝田長 . 日本原色虫えい図鑑 . 全国農村教育協会 , 1996, pp.215.

図３：花（2022 年 4月 7日撮
さつえい
影）

図４：満開の枝（2025 年 4月 22 日撮影）

図５：マンサクイガフシワタムシ（左）とマ
ンサクフクロフシアブラムシ（右）の虫こぶ
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史
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●
お
申
し
込
み　

４
月
１
日
（
水
）
〜
４
月
30
日
（
木
）

の
期
間
に
左
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
そ
の
他

・
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
実
施
要
項
を
掲
載
し
ま
す
。

・
交
通
手
段
や
宿
泊
は
各
自
で
手
配
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
筑
波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験
所

　
　

☎
０
２
６
８
・７
４
・２
０
０
２（
平
日
９
〜
17
時
）

　
　
✉suga-jim

u@
m
sc.tsukuba.ac.jp

①
発
酵
食
品
の
世
界　
〜
こ
う
じ
の
起
源
を
さ

ぐ
る
〜
Ⅱ

　

様
々
な
発
酵
食
品
生
産
の
も
と
に
な
る「
こ
う
じ（
穀

物
に
カ
ビ
を
は
や
し
た
も
の
）」
は
ど
の
よ
う
に
成
立

し
て
き
た
の
か
、
２
０
２
５
年
２
月
の
講
座
に
続
き
そ

の
起
源
を
探
り
ま
す
。

●
日
時　

４
月
28
日
（
火
）
18
時
〜
20
時

●
会
場　

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ
（
上
田
市
中

央
２
‐
５
‐
10
丸
陽
ビ
ル
１
階
）

●
講
師　

出
川
洋
介

●
対
象　

中
学
生
以
上　
　

●
定
員　

30
名

●
お
申
し
込
み　

４
月
１
日
（
水
）
以
降
、
ま
ち
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
向
け
講

本
通
信
の
印
刷
・
配
布
は

　
　
　
　
　
　
東
郷
堂
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

次
号
は
６
月
発
行
予
定
で
す

山岳科学センター Facebook www.facebook.com/sangaku.center　　YouTube www.youtube.com/c/TsukubaMSC
菅平高原実験所 X x.com/srs_kyoten　　●お問い合わせ・イベント情報希望→ ikimono_srs@un.tsukuba.ac.jp

座　

参
加
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
」、
ま
た
は
お
電
話

か
メ
ー
ル
で
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ
ま
で
。

②
塩
田
の
た
め
池
草
原
に
お
け
る
生
物
多
様
性

の
保
全　
―
上
田
モ
デ
ル
の
提
案
―

　

塩
田
平
の
た
め
池
の
草
原
植
生
を
保
全
管
理
す
る
こ

と
で
、
堤
体
の
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
機
能
維
持
を
目
指

す
「
上
田
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

座
学
終
了
後
、
希
望
者
は
塩
田
の
た
め
池
（
枡
池
、

塩
吹
池
を
予
定
）
の
現
地
観
察
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

観
察
会
は
16
時
〜
17
時
30
分
、
現
地
集
合
及
び
解
散
。

●
日
時　

６
月
13
日
（
土
）
13
時
〜
15
時

●
会
場　

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ

●
講
師　

津
田
吉
晃
（
筑
波
大
学
准
教
授
）、
丑
丸
敦

史
氏
（
神
戸
大
学
教
授
）、
関
田
裕
道
氏
（
塩
田
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
）、
水
出
博
司
氏
（
日
置
電
機
株
式
会

社
主
幹
）

●
対
象　

中
学
生
以
上　
　

●
定
員　

30
名

●
お
申
し
込
み　

４
月
以
降
に
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

う
え
だ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ

　
　

☎
０
２
６
８
・
７
５
・
０
０
６
５
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
、

火
〜
土
曜
日　

12
時
〜
18
時
30
分
）

　
　
✉m

achicam
.u@
gm
ail.com

　

オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
で
菌
類
の
分
類
学
と
生
態
学
の
基

礎
、
現
地
実
習
で
菌
類
を
観
察
、
採
集
し
、
顕
微
鏡
を

用
い
同
定
す
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
び
ま
す
。ま
た
、

地
域
の
生
物
多
様
性
調
査
の
重
要
性
や
、
市
民
参
加
型

調
査
の
学
術
的
貢
献
へ
の
可
能
性
を
考
え
ま
す
。

●
日
時
と
内
容

第
１
回　
６
月
１
日
（
月
）
17
時
30
分
〜
20
時

﹇
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
﹈
菌
類
相
調
査
お
よ
び
市
民
参

加
型
調
査
の
概
説
、
菌
類
分
類
学
概
論
、
菌
類
生
態

学
概
論

第
２
回　
６
月
６
日
（
土
）
10
時
〜
15
時

﹇
現
地
実
習
﹈
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
観
察
採
集
、
顕
微

鏡
観
察
と
ま
と
め

●
現
地
会
場　

菅
平
高
原
実
験
所

●
講
師　

出
川
洋
介
（
筑
波
大
学
准
教
授
）

●
対
象　

高
校
生
以
上　
　

●
定
員　

24
名

●
受
講
料　

３
，
８
０
０
円
（
一
部
の
み
の
参
加
で
も

講
習
料
は
全
額
と
な
り
ま
す
）

▼フォーム

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

筑
波
大
学
公
開
講
座

「
菌
類
相
調
査
入
門
編　

―
自
然

界
の
キ
ノ
コ
・
カ
ビ
の
多
様
性
を

調
べ
よ
う
―
」

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
う
え
だ

市
民
向
け
講
座
（
開
講
予
定
）


